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経歴
1990年4月 兼松株式会社入社

人事、営業（食肉・小麦・大麦・米の輸入）、経営企画、食品安全管理を経験
2024年1月 兼松食品株式会社に転籍

現在は品質保証業務に従事

主な活動
2022年5月 東京中小企業診断士協会城南支部に入会
2022年11月 中小企業診断士登録
協会支部：城南プログラムサポーター、チューター制度事務局

研究会活動、SDGs支援専門家養成コース
シュー・ツリー・コンサルティング：セミナー講師
プロジェクト：気仙沼バル（店舗診断）

趣味
テニス、スポーツ観戦（西武ライオンズファン）、街歩き（銀座一丁目界隈など）

自己紹介
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日本標準産業分類
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大分類 中分類 小分類 細分類 項目名

E 製造業

09 食料品製造業

096 精穀・製粉業

0961 精米・精麦業
主として米穀の搗精（とうせい）や大麦、裸麦の
精穀を行う事業所

0962 小麦粉製造業
主として小麦粉を製造する事業所

0969 その他の精穀・製粉業
主として穀粉（小麦粉を除く）を製造する事業所
主な製品は、米粉、大豆粉、そば粉、とうもろこし
粉、その他の穀粉など



日本の小麦消費
日本で消費される食糧用小麦は年間約580万トン。近年はコロナ等
の影響もあり減少傾向。1人当たりの消費量は、年間約31～33㎏
で安定的に推移。

出所：農林水産省ホームページ｛麦の需給に関する見通し」,、製粉振興会ホームページ「小麦について」 5

食糧用小麦の総需要量の推移 穀類の国民1人1年当たり供給純食料の推移



小麦の種類・用途

出所：農林水産省ホームページ「麦をめぐる最近の動向」 6



日本の小麦粉流通
小麦粉のほとんどが最終商品としてではなく、パン・麺など小麦粉加工
品の原料として使用される。製粉企業が製粉して小麦粉にし、その
小麦粉を原料として二次加工メーカーがパン・麺・菓子等を製造する。

出所：農林水産省ホームページ「麦をめぐる最近の動向」 7

食用小麦の流通のイメージ（単位：万トン）
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小麦粉ができるまで

出所：製粉振興会ホームページ「小麦について」 8



小麦輸入制度の推移
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1942年 食糧管理法制定
米麦の生産・流通・消費を政府が管理

1947年 ガリオア資金の計上により輸入食糧の補給が始まる
1949年 農林省の外局として食糧庁設置
1952年 麦類は最低・最高価格の範囲内に安定させる

間接統制（標準売渡価格制）へ移行

1995年 ウルグアイラウンド農業合意
食糧法制定、国家貿易のもと輸入小麦の関税化

2007年 標準売渡価格制を廃止し、相場変動制・SBS
（売買同時契約）方式を導入

2010年 即時販売方式の導入



即時販売方式
製粉会社等からの買受申し込みを国が取りまとめて買入入札を実施。
落札した商社が買付けと輸送を行い、国に引き渡すと同時に実需者
に売り渡す方式。

出所：農水省ホームページ「輸入小麦の政府売渡価格について」 10

国は1.8ヶ月分の保管経費を助成



小麦と小麦粉の価格改定

出所：日清製粉グループホームページ「小麦粉百科」、農水省ホームページ「輸入小麦の政府売渡価格について」、日本経済新聞 11



相場変動制

出所：農水省ホームページ「輸入小麦の政府売渡価格について」 12

海上運賃

小麦の
国際価格

為替

価格変動要因



政府売渡価格の推移
今回の価格変動は、2007年～2008年の世界的干ばつや原油
価格上昇による食料価格高騰以来。

出所：農水省ホームページ「輸入小麦の政府売渡価格について」 13



製粉企業数・工場数の推移
製粉大手4社の販売シェアは約80％。1998年以降、内陸部に位置
する中小企業の統合や廃業等で企業数・工場数ともに減少した。

出所：日清製粉グループ本社「製粉業界の現状」、株式会社ニップン「製粉業界の現状」 14



事例企業の概要
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(株)日清製粉グループ
本社

(株)ニップン 昭和産業株式会社

事業内容 製粉事業、食品事業、
中食・惣菜事業、その他
（飼料製造、倉庫など）

製粉事業、食品事業、
その他（ペットフード、
ドーナツショップなど）

製粉事業、油脂食品
事業、糖質事業、飼料
事業、その他

本社所在地 東京都千代田区神田錦町 東京都千代田区麹町 東京都千代田区内神田

創立
設立

1900年10月
1896年12月

1936年2月

資本金 17,117百万円 12,240百万円 14,293百万円

売上高 798,681百万円 365,525百万円 335,053百万円

経常利益 33,051百万円 14,816百万円 6,525百万円

従業員数 9,420名 3,848名 2,863名

連結子会社
持分法適用
会社

68社
9社

42社
14社

26社
6社



(株)日清製粉グループ本社①
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＜沿革＞
1900年 群馬県館林町に館林製粉(株)創立
1908年 日清製粉(株)を合併、社名を日清製粉(株)に改名
1949年 東京証券取引所に株式上場
1989年 カナダの製粉会社を買収、日本企業として戦後初の海外製粉事業を展開
2001年 創業100周年を機に分社化
2012年 米国の製粉会社を買収
2018年 長期ビジョン「NNI ” Compass for the Future ”」策定
2019年 豪州の製粉会社を買収、オセアニア最大の製粉会社へ
2023年 熊本製粉株式会社の株式を取得し子会社化

出所：日清製粉グループホームページ



(株)日清製粉グループ本社②
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海外は製粉事業を中心に拡大

出所：日清製粉グループホームページ



(株)日清製粉グループ本社③
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長期ビジョン「NNI ” Compass for the Future ”」

出所：日清製粉グループホームページ



(株)日清製粉グループ本社④
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「中期経営計画2026」の事業競争力強化戦略

出所：日清製粉グループホームページ

国内製粉事業 海外事業



(株)日清製粉グループ本社⑤
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中期経営計画5年間のキャッシュ・フロー計画

出所：日清製粉グループホームページ



(株)ニップン①
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＜沿革＞
1896年 東京深川扇橋に設立、我が国最初の欧米式機械製粉設備を採用
1920年 東洋製粉(株)を合併
1949年 東京、大阪証券取引所に株式上場
1958年 松屋製粉(株)設立（そば粉製造）
1971年 ミスタードーナツ向けプレミックスの製造開始
1996年 Nippon Flour Mills(Thailand) Ltd.設立
2000年 米国Pasta Montana, LLCを買収
2013年 (株)ナガノトマトの株式を取得（トマト加工食品事業）
2021年 社名を(株)ニップンに変更

出所：ニップンホームページ



(株)ニップン②
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製粉事業と食品事業の概要

出所：ニップンホームページ



(株)ニップン③
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海外事業は北米・ASEANが中心

出所：ニップンホームページ



(株)ニップン④
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事業成長の方向性

出所：ニップンホームページ

長期ビジョン達成の戦略



(株)ニップン⑤
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2022-2026中期目標

出所：ニップンホームページ



(株)ニップン⑥

26出所：ニップンホームページ



昭和産業(株)①
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＜沿革＞
1936年 宮城県多賀城村に昭和産業(株)創立（肥料・小麦粉・植物油脂等の製造販売）
1949年 東京証券取引所に株式上場
1953年 グループの販売網形成を目的に昭産商事(株)設立
1976年 敷島スターチ(株)へ資本参加（澱粉・ぶどう糖の製造販売）
1985年 九州昭和産業(株)を設立（配合飼料製造販売）
2005年 (株)スウィングベーカリー設立（パンの製造販売）
2020年 ボーソー油脂(株)及び同社子会社へ資本参加（植物油の製造販売）
2020年 サンエイ糖化(株)へ資本参加（糖化品・乳酸菌の製造販売）

出所：昭和産業ホームページ

うち製油1,199億円
製粉874億円(26%)

糖質632億円



昭和産業(株)②
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What’s 昭和産業?

出所：昭和産業ホームページ

国内事業所・生産3拠点 主なグループ会社



昭和産業(株)③

29出所：昭和産業ホームページ



昭和産業(株)④
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海外事業は中国・台湾・ベトナムが中心

出所：昭和産業ホームページ



昭和産業(株)⑤
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長期ビジョン“SHOWA Next Stage for 2025”の再定義

出所：昭和産業ホームページ

■「中期経営計画20-22」の総括
中期経営計画20-22は、新型コロナウイルス感染症による影響や、原料穀物相場の急騰、
ウクライナ情勢に起因したエネルギーコストおよび輸送コストの上昇、さらに急激な円安進行の影響
を受け大変厳しい事業環境となりました。数値目標については、原価の上昇が価格改定を上回り、
売上高は目標を達成したものの経常利益およびROEは大幅に目標を下回る結果となりました。
一方で、M&Aや出資、設備投資等、次の成長に向けた投資は着実に実行してまいりました。また、
社会的課題解決への貢献のための施策や、当社グループの持続的成長に資するプラットフォーム
の再構築やステークホルダーエンゲージメントの強化に向けた取り組みについては着実に実施して
まいりました。



昭和産業(株)⑥
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「中期経営計画23-25」5つの基本戦略

出所：昭和産業ホームページ

重点施策による定量効果



昭和産業(株)➆
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資金配分計画［2023年4月～2026年3月累計］

出所：昭和産業ホームページ



個人ワーク
財務諸表などから読み取れる事例企業の特徴や強み、課題の分析
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企業名 着目した経営指標 特徴、強み、経営課題など

その他気付いたこと、疑問点など
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